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会しの十選 う ‘別‘か二
計た所六し り 以会昭れ十
‘゜属番た ‘ 下計和ま六

....................... "...........、.．．．．．．．,..
:：久

：;・と理
凌・‘解こ

8̀  7 6  5 4 3 
・ヘ を副し

t：只とれ
＾ー特例の

町 町 引 分 て 消 消 部 職 別 昭 の 投 給 特
;t々ご全 民税含団四防防改員会和改票与別
忍感支て
？；；謝援｀

税条あ長十団団正の計三正管条職

：：：： の例げを五員条R旅 0)'十゜理例の
i:：いの住 税のま置オの例 費補九
裟た結民

者 の 職

忍
率ーし者と定の に正年 等改員

[．し果各 が部た‘し年ー 関予度 の正及
娑てに位 下改゜団‘を部 す算一 報゜び
［：およの が 正 ツ 員 各 五 改 る 般酬ー
ぶりる深 り， の分年正 条会
i：:まもい 、

支般
報団延゜

係すのご 減
例計給職

酬に長 の ‘ 
゜

条員........................................... 

がの一導公 微決再よ ． 9 
らが々と私住力意度重

恒亘り 区 分歳入千円歳出千円
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般会計 97,0981 93,825 

任然眉支も各傾新就で ま設通．設通な 国保特別会計 1 6,2 5 6 1 4,9 1 6 
のとの援に位けに任あ すけの定安り 年度 簡易水道特別会計 6 2 5 5 8 2 
ご存上を今にるしをり ツ事安゜全ま ―――- -----
挨じご賜後お所‘機ま 故全
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決沖づ情員議表計和保れり の を の 使 キ 保 防 商工 i. 5 9 8 
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をつ楽 つ師れ てもべ‘‘け師 し食またも＼‘復な病目‘別をめ病
こてし 靡たのた長もらき:むるに卵ょ餌すめっす 間期い気的病の使ら人
め病み 献診献いらい食、づこ食気う療がにと゜接にのにで気．食つれ食
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り口で人し受かの尚本分栄いすでっ 注こ 入 餌 病をが療もく与気困お
ま に‘のまけり場けと量養病゜含た 意 で 院 療 気つ‘法ちすえをりか
すあ基唯すてを合つなや士気こめ場 点はす法 のけ手がろるるなまゆ

は昔のこと¢)_/》［ ゜ う本一゜・‘続｀こる種ににとて合 を家るを 治る称効んのこおすと
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.................................................................................................................................................... .. 
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の三分いののでし塩、ゃな か と 腎 食 使 物 Iな に の 化 の ゆ 方 庫 お に 常 く化り腹消てを り を 族
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塩かはか うずつい‘味い 気 ドでや欲‘すてよお良んの目はり｀っ す告な をそ
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昭， 4O, 5, 8 

その他

サッパルプ

1.5 m-2.1m 

末口 6虚上

1 1円

マツバルプ

1、、5in--,., 2. 1 m 

末口 6噂上
5 0 9| 2 1円
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本表は肱川町内の目動車土場の価格です（オ当り）

連貸ゃ市場手数料など差し引いたも



ーでトセれ七い疇味つ脱六そ準鬱食にラ三こがグ量小ば質特必 ，ーを (J)年外がみ
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のれ平卜 ‘五言乳点い粉 l内 しグはし必でよまム約生り蛋成の物 i結部々月障自なの
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中学生
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日 献 名

マカロニサラダ

，もやし，油揚，じゃ

1 1 

1 4 

1 5 

1 6 

1 7 

1 8 

2 1 

保育児・小学生 中

5 56磋 67寧 884磁
2 0 7 i 24 5 52. 9 

5 1 9 I 6 5 4 I s,9 6 

2 7.652 6 4 5 9 
521 I 656 I 854 

.20. 9 2 4. 7 5 2 5 
4'12 I 6 5 1 I 8 9 8 

2 o.9 I 2 6. 2 I 3 7. 4 
52. 2 6 57 829 

2 5. 2 27. 1 5 5. 4 
6 1 1 I 7 6 6 I 1, o 3 3 

,2 2. 2 公6.4 135.4 
、524 I 657 I 864 
24.2-128.1 136.7 
550 I 695 I 914 

28.9 134.9 145_.8 
539 I 697 l 937 

28 8 54 1 45 5 
515 I 651 I 863 

2 2. 5 I 2 6. o 1-3 5. 3 
s 2 9. I ・6 8 o I 8 9 6 

22 鵡 6 2 7 0 5 5 8 
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25.7 1・5・0疇 6 140.o 
5 2 5 I ・.. 6 6 1. I 8 7 8 
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かまぽこ，ピース，油，ソース
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2 2 ビーフソ入りカレー

2 5 関 じゃ

2 4 サラダ

2 5 

2 8 
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油，豚肉 虚，キャベッ'

そば』豚肉，ちくわ
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5 0 ジャム ボタ ユ じゃが芋，

3 さとう，しょうゆ・ 1

5 1 2.、649
2 5'.5 5 0 9 
531 I 656 
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